別紙２

事業内容説明書
	事業実施の背景・
現状・課題

	


	事業内容
	


	事業の実施目標

	


	事業の実施体制
・スケジュール
	


	事業の成果
・波及効果
	



※本事業実施の背景や、事業の現状及び課題について具体的に記載すること。


また、事業戦略等が策定されている場合は、併せて提出すること。





【審査の観点】


経営力：事業戦略等が具体的に示されているか。


事業性：事業の現状や解決すべき課題が明確化されているか。





※今回の事業内容を具体的に記載すること





・賃上げについて、どのように取り組むのか、実施時期やその内容について詳細に記載すること。


・生産性向上を図るために、どのような設備投資等を行うのか、その内容を詳細に記載すること。


・（福利厚生施設を補助対象とする場合）


働いてもらい方改革に繋がる「新たな働く環境づくり」を推進するために、どのように福利厚生施設を充実させるのか、その内容を詳細に記載すること。


・「新たな働く環境づくりの取組状況（別紙３）」について、具体的に取り組む内容を詳細に記載すること。





【審査の観点】


事業性：課題に対する適切な解決方策が示されているか。


実現可能性：実現可能な内容となっているか。





※本事業において達成する目標を事業前と比較しながら定量的に記載すること。


　（例：製造数量、出荷数量、売上高、収益、賃上げ率、福利厚生施設の状況など）





【審査の観点】


事業性：達成すべき目標が具体的に示されているか。


実現可能性：実現可能な内容となっているか。





※本事業を行うための実施体制や設備等の導入スケジュールを具体的に記載すること。





【審査の観点】


実現可能性：実施体制の役割分担は適切か。


実現可能なスケジュールとなっているか。





※本事業により期待される成果や地域への波及効果について具体的に記載すること。





【審査の観点】


波及効果：費用対効果（本補助金の額に対して想定される売上や収益）は高いか。


本事業により地域への経済的な波及効果が期待できるか。









